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択 教 科 に対 す る 家 庭科 教 師 の 意 議

大 学　　　　　　 鈴 木 洋 子

〔(社) 日本家 政 学会

的 】　 教 育 改 革 の 柱 の 一 つ で あ る 個 性の 重 視 を う け て 、 中 学 校 の 新 学 習 指 導 要 領(

元 年 ）で は 選 択 教 科 の 履 修学 年 、 授 業 時 数 、 選 択 教 科 の 種 類 な ど が 大 幅 に 拡 大 さ れ た。

教 科 と し て の 技 術・ 家 庭 科 の 取 扱 い は 。「 各 領 域 の 内 容 に つ い て 、 学 校 で 適 切 に 工 夫

学 習 活 動 や 、 地域 の 実 態 に即 し た 学 習 活動 を 取 り 扱 っ た り 、 未 修 領 域 を 履 修 さ せ た り

。ｊ と 述 べら れ て お り 、 未 修 領 域 の 履 修 があ げ ら れ て い る の は 、 全 教 科 の な か で 技 術

庭 科 だ け で あ る 。本 研 究(i  、 選 択 教 科 の 取扱 い につ い て 家 庭 科 を 中 心 に そ の 方 向 性 を

、 上 述 の 骨 子 で あ る 個 性 化 ・ 個 別 化 教 育 に 適 応し た 選 択 教 科 へ の 教 師 の対 応 認 識 に つ

検 討 し た 。

法 】1991 年10 月 中 旬 か ら11 月 上 旬 に 奈 良 県（106 校)   , 神 奈 川 県(231 校） の 家 庭 科 担

師(  1 校 １ 名 ）を 対 象 に アン ケ ート 調 査 を 実 施し た 。 主 な 調 査 項 目 は 、 現 行 の 実 態 と

今 後 の 計 画（ 実 施 状 況 と 予 定 、実 施 教 科 、 授 業 時 数 、 選 択 履 修 教 科・ 学 習 内 容 の 決 定 方 法

と そ の 理 由 ほ か ）, 教 師 の 意 識（ 選 択 教 科 と し て の 家 庭 科 へ の ア プ ロ ー チ 、 扱 い た い 領 域

及 び 題 材 名 、 目 標 の と ら え 方 ほ か ）で あ る 。

ｌ 結　 果１　　選 択 教 科 を 実 施 し な い 予 定 の 学 校 の 割 合 は 現 状 と ほ ぽ 同 じ(20  ％ 弱) で あ っ

た 。 家 庭 科 の 開 設 の 見 込 み に つ い てii  , 未 定 の 回 答 が 約 半 数 を 占 め て い た が 、 教 師 の 意 識

とし て は70  ％ 弱 が 開 設 を 希 望 し て い た 。 家 庭 科 で 扱い た い 学 習 に つ い て は 。 被 服 領 域 や 食

物 領 域 の 回 答 が 多 か っ た 。 選 択 教 科 と し て の 家 庭 科 の 目 標 に つ い て は 、 教 師 の 約 半 数 が 必

ずし も 必 修 と し て の 家 庭 科 と は 異 な る と 解 釈 し て い た.

F　16　 衣服選択に関す る教育

一衣服の死蔵防止に使用実態調査の活用 を一

桜美林短大　　 津田欣子

目的， 市場に多種多 様な衣服があふれている現状での衣服教育は ，活用される衣服を購

入時に選択できるためのものでありたい. m 境問題の一環とし て死蔵・ 廃棄衣料のリサイ

クル促進対策が検討されて い･るが，それ以 前の問題として ，先ず死蔵衣料を減らす対策 が

必要である．高品質であっても好みに合わなければ死蔵品にな るこの時代には ，衣服選択

が重要である ，

方法　 各自の衣生活の実態を把 握させるために衣服使用実態調査を課し ，各レ ポート を

関連ずけて全体像をみる．

{ 1 〉購入および取り扱い時の失敗例とその対策(  2  ）所持衣服の使用実態レ ポート

結果 く1 ）失 敗例によれば不良品購入や取り扱いミスの他に選択ミス（ 品質的には問題

ないが，目的に合わない買い物をした ）が多い．

( 2  ）実態調査により, 各自の衣服について着用季節と繊維 ，服種と繊維，服種とサイズ

表示，洗濯法の表示と実態 ，使用頻度，再利用・廃棄状況（ 推定 〉をみてくると，各自の

嗜好傾向の実態が分かり ，使用頻度に関する要因,  リフォームについての考え方や ，今後

の購入時のチェック・ ポイント 等が明確になる．各自の体験を衣服選びに生かすことで死
蔵を防ぎたい．
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